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Begun to write since May 12nd, 2010.

※注：20090526 時点においては、未だ個人見解レベルの検討書です。詳しくは ERL-Gr へ。

Particle  Accelerator  Development  Note

                                                                                 　    

　　　　　　　　　RF pattern

　～　ＦＦＡＧのＲＦ周波数パターン　～

　　　　　　　　　　　報告者：　中村英滋 (ＫＥＫ・加速器研究施設・加速器第六研究系)

                                                                                　    

　要約

　ＲＦ周波数パターンをどのようにもっていくか、という観点はあまり議論されていない。こ

れは電磁石のパターンにＲＦが合わせるようにもっていくことが常とされ、電気回路上も特に

問題がないからである。理論においてもこの発想が基盤となっているので、シンクロトロン振

動の原理説明においても「差」の議論のみで終わっている。しかしながら、加速シミュレーシ

ョンを行う上では、差ではなく、絶対値が必要となる。ここでは、ＲＦのパターンと粒子エネ

ルギー、運動量の関係を確認する。ＦＦＡＧのように径方向への軌道変移が大きいものに小呈

をあてて議論する。

                                                                                    

　従来のシンクロトロン振動での位相偏差の議論
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包含した評価式。

磁束密度の径方向指数を取り込んだ形。

まず、turn by turn での粒子エネルギー増加量 eV を一定とした場合を示す。
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下記の加速器パラメーターで計算する。

10kV 加速の場合、
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2.5 kV 加速の場合

式をまとめると

となり、下記のように簡略化される。


